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は め 筐

イネノシントメタマバエは，わが国には見られないが， アジア る凩ft]O)屯 0)一つ

である。稲の体内に喰入した幼虫 して，穂0)ないネギのような茎 (gal ること

から gall midgeとよばれる。

当センターではその重要性に着目し，タイ集業省との共同研究を昭和43年から着手，以来今日まで，

タイ囚のビルマ囚境に近いチェンライ近郊のパーン試験場に，当センターの在外研究員が継続して駐在，

研究を行なっている。この報告書を執筆された当センター研究部日高輝展技官は，昭和43年4月以降 5

ケ年にわたってパーン試験場に駐在，イネノシントメタマバエの生態と防除について，優れた研完成果

をあげた。その成果は Technical Bulletinとして，近く胄センターから刊行される予定である。

この報告苫は，同技官が昭和48年8月下句から 1カ月半にわたって， FAOアジア極東事務局の

により， イネノシントメタマバエの防除に閃する FAOの Panel Meetingに参加し，インド，スリラ

ンカ，インドネシア， タイの各国を巡同した結果の報位である。

この報告苫が，今後展開されるであろう国際的な害虫防除計画を考える場合の，一つの資料となれば

ある。

なおこの機会に，本調査を行なうに当ってお廿t話になった多くの力々に対して，厄くお礼を巾し上げ

る次第である。

昭和 49年 5月

熱恐農業研完センター所長

山田 登
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I はしが含

イネノシントメタマバエは1880年インド U)ビハール州クルクポアにおいてイネに加害する未知のタマ

パエが発見された。翌年， 1881年:, WOOD MAS ON により，新柿として~五已録さ~れたのを稿矢とする。

以来， 1931年タイで発見され， 1926年にインドネシアから， 1928年にセイロンから， 1922年にベト

ナム 1941年に南中［月大陛からそれぞれイネの雪虫であることが報告された。タマバエは東南アジアの

イネの市要古虫の一つで，数年おきに起る大発生では， イネは全滅し収杷皆無になるため非常に恐れら

れている。

イネノシントメタマパ工は体長 8mmで体色は橙紅色である。成虫は 3~5日間生存し早は卓均 267

個G立JJを危む。成虫は夜間稲の菜及び菜鞘に数個かためて産付する。卵は 4~5日でふ化。ふ化直後幼

虫は朝露を利用して葉鞘間隙から食入しイネの生長点に逹する。生長点内に幼虫室を作りそこで摂食を

つづける。その間 3令を終過し前蛹となる。幼虫期間は 7~9日である。前蛹から蛹となるが， この時

期から生長点の幼虫宅から急速に伸長しはじめゴールを形成する。ゴールは巾空で円筒形，高さは30~

40 cmに逹する。穂ば形成されない。蛹はこのゴール内をよじ登りゴール内のスボンジ一部分に逹する

とゴール咲を蛹頭部の突因で破り，蛹体旧半を露出して体をゴ～ゾレに同定する。前揺から蛹期間は 7~

8日である。羽化は伎間行なわれる。このタマバエの 11廿代は 25~30日である。タマバエは乾期は野生

稲， キシュウスズメノヒエ等イネ科柏物で過すが， 5月の雨期からタマバエが出現しはじめる。 6月の

苗代期から水稲に移行しはじめ， 7月の本田移柏期から更にタマバエの水稲への移行が苫しくなる。そ

して，水稲の分げつ期にタマバエの個体群が増加し 9月ド旬に最高に逹する。幼穂形成期以降からタマ

バエの生息密度は急激に降る。菌代から収穏までタマバエは12[tt代を経過する。被古は場所及ひ年によ

って異なるが， 4~5年おきに大発生し甚大な被害を与えている。防除）『法としては殺虫剤の利用が現

地では困難であるため， タマバエ抵抗性品種利用が第 1にとりいれられている。例えばタイでは RD4

のモチ米抵抗性品種を出し嗅励している。式験的には，移植期をおくらせることによりタマバエの被害

を日避する力怯もあるが現地では水田が広いので雨期明けと共に苗代～移植と作業をすすめるので殆ん

となるc

1961年以降，イネの新品種 IR8などが東南アジアヘ広く導入されて以来， タマバエは以前にもまし

て甚大なる披古を与えるようになり，分布も拡大するようになった。このため， タマバエの生態を解明

し，防除万法を確立することが各国で晏求されるようになった。

FAOでは， この機会に，各国の研完現状をとりまとめ，将来どのような研究が各国で必要とされて

いるか，地域協力研究の玉要性を把握し，強力に研究を推逆する体制をつくり出すため，バンコク FAO

地域直務所で 9月20~ 27日にかけて会議が行なわれ， 喧者はそれに参加する機会を得た。それ以前，

別紙日程表のとおり， タイ，インド，スリランカ，インドネシア 4カ国のタマバエ多発地を調査できた。

なお，本謁査を行なうに入りり，次の諸氏の御指導協力をうけたので深甚の謝意を表する。

1~ 



インド日
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9~, 三宅 FAO 

ンドネシアも日 協力研完チームの岩田

よび熱悶嬰文ii汗完センター在外研究

答的。

タイ U)DR. Bhakdi Lusanandan』, DR. Tanongchit Wongsiri, DR. Kovit Kovitvadhi, 

M凡 Sc1wang Kadkao 

インドの MR. P. Israel, DR. S. V. S. Shastry, DR. W. H. Freeman, DR. D. V. Seshu, 

DR. Ka lode, DR. S. M. Chaterj i, DR. K. Romasubbaib, DR. S. N. Banarjee, 

スリラソカの DR.H. E. Fernando, DR. P.R. Dharmadhikari 

インドネシアのMR. Soenardi, MR. Dandi Soekarna, MR. M. Soeharjan及び FAOのDR.

D墨 P.Reddy 

（日高輝展）
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II 
日 程

8月24日（金） 羽田発 0920(JAL 715便） バンコク石 1615。

8月25日（上） ~ 26日（日） バンコク在外研究「iー同と愁淡。

8月27日（月） バンコク FAO地域・j:J:務所 DR. B. P. Reddyと調査・Ji:項打ち合わせ。

8月28日（火） バンケーン昆虫動物部の DR.Tanongchit Wongsiriより研究閏況調査及びF

AO専門家安松京三氏と

8月29日（水）

8月30日（木）

8月31日（金）

9月1日（土）

9月 2日（日）

9月3日（月）

9月 4日（火） カルカッタ発 0600(IC 261便）～ブバネスワー

DR. Chatter j i出迎え。 肥料効果試験展示圃場視察。 カタック着 1800。

MR. Israel(FAO専門家）と合流。

9月 5日（水） タマバエ抵抗性試験圃場凋査。中央稲作研究所昆虫部の研完状況ならひに施設に

いて調査。 MR.Israelと調査れ項打ち合わせ。

9月 6日（木） カタック出発 0530(CRRIの公用車にて），ブバネスワー着 0630。 同

07 45 (I C 261) ~ハイデラバット若 1205。 DR.D. V. Sesu及び DR.M. B. 

Ka lode出迎え。 1400 ~ 1700まで上記両氏より研究状況説明及び討論。

9月 7日（金）

バンコク FAO地域事務所の DR.B. P. Reddyと研究打ち

バンコク発 1605(JAL 463便）～ニューデリー着 1820。

日本大使館西脇農務官訪問。

インドの農業直情について懇談。

インド農業研究所の家永氏研究室にて研究状況を伺う。同所昆虫部にて DR。PANT

より研究概要説明後懇談。インド柏物防疫顧問の DR. Banerjee訪閂。 イン

防疫の進展及びイネ病古虫被害調査状況について伺う。ソビエトM:1切謁査団に逢う。

家永氏と研究上の間題点，生活状況等について懇談。

ニューデリー発 0640(I C, 401便）～カルカッタ若 0900。

1120。MR. I srae I, 

DR. Kalodeの案内により MR. Israe Iと共にハイデラバット出発 0700(A IC 

RIPの公用屯により）ワランガル試験塩着 0930。場長の DR.Ramasubbaib と

研究状況調査後全峨員と懇談。午後， カンプー村訪間，古虫の総合的防除圃場凋査。

ハイデラバット帰着 2000。

9月 8日（土） AICRIPの試験圃場にて病害虫抵抗性品柿の検定調査及び研究施設視察。

9月 9日 ([l) ナガジュナホテルにて， DR曇 S.V. S. Shastry及び DR.W. 几 Freemanとタイ

におけるタマバエ研究状況及びタマバエ抵抗性品柿育成上の問題点について吋論。

9月10日（月） ハイデラバット発 0640(I C 510便）～マドラス着 0920。 DR.W. B. Jackson 

と合流。マドラス発 1510(IC 573便）～コロンボ着 1900。DR.P. 凡 Dhar-
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madhikari出迎え。

9月11日（火） コロンボ出発 0700(F AO 公用屯忙より）～ペラデニア着 09:30。 中央四覧研

完1iJr(CAR I) DR. II. E. Fernandoより研究状兄虚附

懇 I両氏と象翡談。

9月12日（水） 大竹氏の案内で水田はじめ柏物園，セイロン キャンデー市団発 1330~

9月 13日（木）

コロンボ蔚 1600。

FAOココナットゲトゲ生物的防除研完所祝察。コロンボ出発 1400(SQ 776便）

～シンガポー）レ着 1800。 776便が大巾におくれたため， ジャカルタ行き便に乗りつ

ぎで含ず， シンガポール泊り。

9月14日（金） シンガポール発 0810(GA 983) ~ジャカルタ着 0915。 UNDP訪問，日

ち合わせ。柏物防疫諜 MR. Soenarjee訪問。研究態勢につい

9月15日（土） ジャカルタ出発 0800(UND Pの公用屯により）～ボゴー）レ着 0900。 中央盟業

研究所 (CRIA)所長 MR. Suharsonoと慇談。見虫部MR.D. Soekarna 及び

MR. Soeharianと研究状況につい 研究施設視察。 コロンボプラ

研究協カチームの岩田， 闘木及び熱研の山元各氏より叫究状況を間く。

9月16日（日） MR. D. Soekarnaの案内で山元氏と共にボゴール出発 0600 プサカネガラ着

1000。殺虫剤式験圃均祝察。ポゴール帰着 1700。 OTCA農業研究協カチームの

三宅氏と懇淡。山元氏宅泊り。

9月17日（月） CRIAにて，オランダ人昆虫学者のMR.Leewong, MR. Van Vreedenと研究

動向について吋論。岩Lil団長よりインドネシアにおける同チームの研究活動について

況明を受ける。

9月18日（火） MR. Soeharjanの案内でボゴール博物餡昆虫部訪問。各種作物害虫の校本閲覧。

CRIAの宮虫朽本閲覧。山元氏の案内により， ボゴール出発 1300~ジャカルタ着

1400。

9月19日（水） ジャカルタ発 0815(GA 870便）～バンコク着 1125。

9月20日（木） ~ 27日（木） FAQバンコク地域＇拝務所にて，付古動物防除及ひタマバエに閃する

会成に参加。イント‘，インドネシア， タイ，バングラデシュ， フィリビン，マレーシ

ア， 日本， I RR I, ロックフェラーの各代表参会。

9月28日（金） FAQ稲作害虫総合防除専門家 安松点三氏とタマバエ防除のあり）］について懇淡。

FAO地域湘務所にて会議の結果及び将来の対策について DR.Reddyと請論。

9月29日（土） ~ 30日（日） 謁査朕行及び会議のレポートとりまとめ。

10月1日（月） バンコク発 0900(TH 174A)~チェンライ許 1140。 チェンライのタマバエ

試験圃場視察。パーン試験場竹 1600。

10月2日（火） パーン試験場にて熱研小林氏と研究打ち合わせ。パフェク及びパヤオにおけるタマ
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バエ発生状況調査、J

10月3日（水） 小林氏の案内によりパーン出発 1000, チェンライ着 1045, 同空港発 1235(TH, 

134便）～チェンマイ着 1320。サンパトーン試験場訪閂。タマバエの
゜

10月4日（木） チェンマイ発 0930(TH, 155便）～バンコク着 1100。 DR這 Kovitとタマバエ

防除)j払のあり方について息談。

10月5日（金） 農業局昆虫動物部稲作保護研究センターにてタマバエの大量生産技術について DR.

Kovit及び MR.Prakovと討論。

10月6日（土） ~7日（日） 関査旅行及び会議のレポートとりまとめ。

10月8日（月） バンコク発 1400(JAL 466便）～東京着 2200。
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llI タマバエの研究現状と

1. イ ンド

i) インド中央稲作研究所昆虫部 (CRRI, カタック）

a. 現在の研究状況

画

主としてタマバエの防除に手点がおかれている。 L 抵抗性系統O)[rilJ場試験。第 2年目 Q)テストで悶

民への展示をかねている。その系統は CR-MR1550, CR 93---4--2, W13801, RPW9-4, 

RPW6-13U)5つである。これらの系統はいずれも非感光性で草型が良く，わい性である。

種は Jaya及び IET 2259で， Jayaは株当り 4--5本のゴールが発生していたが，前記抵抗性系統

ではゴールの発生は忍められなかった。この試験はインド仝国75カ所で行なわれている。これと関連し，

CRRIでは抵抗性品種探索のため幼苗及ひ圃場検定をすすめており，また，抵抗性品柿育成の交雑が

行なわれている。 2. 殺虫剤による防除試験。移植前苗を 12時間， ダイアジノン 0.02%(有効成分）

に液浸すると 20~25日間の防除効果が忍められた。 さらに，移柏後エンドリン 0.04% (有効成分）を

散布すると防除効果が良い。新殺虫剤の検定も行なわれ， タマバエ防除に効果的な殺虫剤の検出を45カ

炒斤で実施している。 3. 総合的防除方法。タマバエ 0)棲息密度を低くし，経済的閥値以下にするため，

抵抗性品種の導入を第 1にとり入れている。役虫剖は散布回数・農度をできるだけ少なくする万向に進

められている。この防除方法を推進するためタマバエの発生予察的観察も同時に行なわれて， タマバエ

の密度の推定，発生時斯，及ひビーク時期など合わせて研究が進められている。 4_ 生物的防除。これ

はまだ試験段階ではない。寄生蜂の 1柾， Platygaster oryzaeはタマバエ密度の低下に有効に働い

ているので，本種の屈礎的な生態について研究をはしめたところである。 5. 水田作物とタマバエ発生

との関係。水椙を連作したり，水稲刈収後他の作物（例えばピーナツなど）を導入した場合， タマバエ

の発生がどのように変動するかを謁査中で， 5カ年叶両である。 6. タマバエの生態は発生動態，被害

と収量，各発育ステージにおける生態的特徴をそれぞれ研究中である。 7. 大量生産。タマバエ成虫を

より多く生産するため高汀度に保つた詞育箱0)中で慇受性イネを材料にして詞育中であるが， まだ，大

量生産までには至っていない。

b. 将来の研究叶l叫

抵抗性品柿の育成，抵抗性品種に関連した生態型の探索，給合的防除方法の確立，新殺虫剤のスクリ

ーニング，幼虫の食入を防止するための効果的殺虫剤の使用法，生物的防除方法の確吃， ゴール形成及

びタマバエ抵抗性の原因解析， タマバエ発生とイネの栽培方法との閃係，経済的被 i・古閥イ直， 生態の解析

等である。

C• 研究施設

昆虫部長は DR.S. M. Chat terj iである。 上任研究日 1名，研完員 4合，主打研究助手 2., 圃場
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4, 叶究助.f2' 研究室助『 2からなっている。昆虫部はイネの古虫及ひ線虫の叫完宇からなっ

ている。研究室は 8室あり， うちエアコン付 2宇， クリーンハウスは 1棟だけである。この

防除計直 (pI、480)が， 1970年から 5カ年且十1間で は 1年 10万ルピーである。

MR仔い Israelをリーダーに， 9名がこの 参加し，主として~ メイチュウ類の天敵 してい

る。研完施設は あり，かなり 材を必要としてしヽる。 ',if虫

ーカーである 0

Ii) 全インド協力稲改良計画 (AICRIP)

a. 現在の研完

1. 抵抗性品神の育成に仝力をあけている。 目椋はタマバエ岨独

・ヨコバイその他の古・虫に対しても抵抗性のある品種の確立にある。 240系統につし

面積は 5エ

みならずウンカ

し，う

ち72系統は international screening testで行なわれている。現在， RP9-4, RPWG-

17, RPW6---13及び RPW6-12 として行叩で， インド各地で って

いる。育秤上は，米質， ば型， 多収性にも『い、りをおいてしヽる。成育期間は 120日~135日を目椋として

いる。抵抗性遺伝子の分析も行なわれている。 AICRIPで育成中の抵抗性系統は次のとおりである。

① 多数抵抗性系統

RP 5 --32 

RP31-49--2 

RP 3 - 2 

RP4-10 

RP 5 - 12 

IET2812 

(IR 8 ;, Si gad is) 

(T --90 x T(N)1) 

(T--90 x IR8) 

(GEB24xT(N)1) 

(IR 8 x T KM6) 

② タマバエ抵抗性系統

C R 94 MR 1558 (CR 55 -26 x I R 8) 

CR93--4-2 (CR55-13XIR8) 

Kaka th iya (W 13801) 

o RP 9・、.4 (I R 8 X W 1251) 

RP 9 -3 

o RPW 6-17 (I R 8 X Si a rn 29) 

R PW  6 --15 (IR8XSiam29) 

o R PW  6~-13 (IR8XSiam29) 

イモチ，シラハガレ

ジラハガレ，モンガレ

ウンカ， ヨコバイ

ツマグロヨコバイ

メイチュウ， シラハガレ，ウンカ・ヨコバイ

収量 5トン/hec('70) 

o R PW  6 --12 (I R 8 x S I a m 29) 収贔 4トン/hec('70) 

③ メイチュウ類抵抗性系統

IE T 2818 (TKM6XIR8) 米質良 400柏/m2
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IE T 2815 

IE T 2845 

(TKM6XIR8) 

(TKM6XIR8) 

④ シラハガレ屑抵抗性系統

IR 22 

IR 665 -79 -2 

RP 633 -17 -2 -11 (GE B 24 x T(N)i) 

RP 633 -17 --5 -23 (GE B 24 X T(N),) 

⑤ ウイルス店 (RTV)

IR 20 

RP 502 -36 

RP 502 -2 

IE T 2534 

IE T 2511 

IE T 2508 

IE T 2507 

(Jaya X 〔IRSx la.ti/2〕）

(Jaya X 〔IRSx lati/2〕）

(I R 8 x I a t sa i I) 

(I R 8 X I at sa i I) 

(I R 8 X I at sa i l) 抵抗性強， 115日

(I ET 728 x K. Bhog) 

⑥ イモチ病抵抗性系統

RP 176--1 (IR 8/2 x O・Per) 

RP 79 -9 (IR 8 X W 22) 90日

RP 31 -17 -2 (IR 8 X W 22) 

IE T 1444 (T (N) I X CO. 29) 

IE T 849 (T (N)1 X CO. 29) 

IET 826 (T (N)1 X CO. 29) 

2. 抵抗性系統圃場試験中に，インドのある地方では被害をうけることがわかった。これは， タマバ

工の＂生態型”が異なるのではないかと推定している。また，抵抗性品種ではタマバエ幼虫が育たない

ので，イネに幼虫の発育を阻雲する物買があるとしている。 3 殺虫剤による防除試験では， エンドリン

乳剤，ダイアジノン粒剤は効果的で，移植後14日， 28日， 42日の 3回施用，施用鼠は有効成分でヘク

タール当り 2kgである。しかし，費用はヘクタール当り 600ルピーの価格でかなり高くつく。 4苗代

防除では，発芽後 10~ 15日目に 1回施用で充分効果がある。 種子粉依の効果はなかった。テストし

た殺虫剤は 8種であった。 5. 苗根液泌法では， 12時間殺虫液に浸すと 30日間は効果が認められた。 9

種の殺虫剤を供試した。 6完全防除試験。殺虫剤による防除試験の一環である。苗代では， Phora te 

10%粒剤， ダイアジノン 5%粒剤を有効成分でヘクタール当り 1.25kgの割合で発芽後 10~12日目に

施用する。次に，苗を移植前にカーボフュラン 0.02 %及びダスバン 0.02%液に 12~ 14時間没す。そ

して，サイトロレージ粒剤をヘクタール当り 1.0 kgの割合で，移植後 20, 40, 及び60日に散布する。

さらに， タマバエの発生状懇によってはパラチオン乳剤をヘクタール当り 0.4 kgの割合で 1回散布する。
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7. 紛合的防除力法。 これはカタック と同様である。ガンプール（ハイデラバードより屯で 3

間半の行庄J・l)では 1000エーカーの水田で試験を行なっていた。供試品種は IR 20, I R 208, ラクナ，

マシュリ， I ET 19191, カカチア，及び RP6-13で，抵抗性品種と殺虫剤を糾み合わせた

である。但し殺虫剖はタマバエ が 5%以上， メイチュウ 10%以 J:り）ときにのみ担

用される。現地では，まだタマバエの晟，いが出ていなかった。

b. 胃来の研究叶圃

L 抵杭性品柿における幼虫発育抑制物質の解明。 2.抵抗性品樟に閃係する生喧型の解明。 3.恢杭

性品種の幼直圃場検定の継続。 4ゴール形成，特に生化学的面から。 5. イネ以外の寄Jc植物におけ

るタマバエの発生。 6。タマバエの年間発生変動。 7. タマバエの被古と収鼠との閃連，特に経済的閥伯。

8. 新殺虫剤0)スクリーニング及び最少施用効果

c. 研究施設

古虫担門の上仔研究員は DR. Kalode 1名。 研究員は農科大学の学生（大学院）が数名で，各自の

研究論文を完成するためである。しかし，現在は大学の建物の一間に間借りしている。建設中の研究棟

(2階でコの字型）及ひ温宅 (i鼠湿度調節製閻付て 10棟）は 12月末煩完成の予定である。圃場面砧は

30ヘクタールあり， 功閂中はその 1/4を使っていた。これは水加地の水不足によるためである。昆

虫研究に必要な器具・機械は不充分である。飼育室 1棟は大学所属のものであるが仇有中で，木製の小

さな飼育箱を沢山ならべて， ツマグロヨコバイの食物選択性について調青：中であった。飼育字は約33m2

の床面禎でガラス室であった。

iii) ワランガル農業試験場 (WAES)

a. 現在の研究

1. ワランガルはタマバエの例年発生地として有名な場所である。しかし， 1971年から 1972年にか

けては異例的に発生が少なかった。これはこの 2カ年間は 6月~7月にかけて雨景が少ないことがわか

った。 6~7月の降雨量とタマバエの発生との間には密接な閃係があるらしいと握定された。 2. タマ

バエは 7月から出現しはじめ， 9月下旬に発生ヒ゜ークがあり， 11月下句に終姐することがわかった。

3. イネ以外の寄主植物としては Paspalurn geminatusがある。 野生稲はこの近郊には分布してい

ない。 4.f氏杭性品柾応 kati ya (C 13801, 生育期間 115日，収贔はヘクタール当り 5トン）及ひc

13815 (生育期間 120日，収量は 4.5トン）がある。 これらは抵抗性品神の検定及ひ総合的防除試験

に供試されている。 5.殺虫剤の圃場試験。供試斐剤 7秤（粒剤 6' 乳剤 1)及びカプセル粒剤（粒状殺

虫剤をカプセル内におさめたもので，移植後 3~4日目に根際に処理する）がある。新殺虫剤のタマバ

工防除試験も継続中で，効果的殺虫剤の探索を目的としている。 6.この外，経済的敗害閥値。 7.タマ

バエ 0)被害に及ぼす水竹刑

る。

b. 将来の研究

8. 完全防除試験笠を行なっているが， AICRIPと協同試験であ
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AICRIPの場合と全く同様である 0)で， ここで

C。研究施設：

る。

1' 杯務宇 1, 飼育宅 1, i鼠宅 1( 

士（昆虫唐門家），哲手に 3名

でエアコ 。約;33m2) がある。場長はラマシュ

バイ

肥料，病害の担当者がし＼る。

2. スリランカ

刈官かいる。仝職員は 35名で，

は不充分である。

i) スリランカ中央農業研究所 (CARI)

ェ現在の研究

のは ， 栽

1. タマバエの大鼠生産方法は感受袢栢を供試し成功した。タマバエの寄生蜂の攻撃をさけるため，タ

マバエの卵接柿室と羽化室を分け，特に前者に注意を払っている。 2.タマバエ 0)採卵は，試験管の一方

に稲茎抽出液を浸した布栓をし，その竹の中にタマバエを放つとタマバエは布栓に沢山産卵するので大

団卒卵が容易になった。 3. タマバエ抵抗性兄種の幼苗試験，これは AICRIPから送付された抵抗性

系統のものについて検定を行なっている。

b. 将来の研究

1. 抵抗性昂秤に閃連したタマバエの生懇店の解明， 2抵抗性品柿の検定と育種， 3. タマバエとその

寄生應名の古生祖互関係， 4. イネの生育とタマバエ発育との関係などを計両している。

c. 研究施設

害虫の部屋は 14からなり，研究室．図書室， セミナー宇などがある。晶宅は 3棟あり，エアコン付で

タマバエの大量生産その他の目的に使用予定である。現在 6年越しで建設中である。昆虫但当は DR.

Fernandoが主任，研究員 2' 実験員 3, 研究室助手 4及ひ業務 5~6名である。 2名の研究員はドラ

イゾーンに濡在中である。研究機械は不充分である。ここは，水稲害虫のみならず，農作物古虫一般に

ついても広く研究を行なっている。

3. インドネシア

i) 中央農業研究所 (CRIA)

a. 現在の研究

1. タマバエの大発生は 1959年の多収性品種 (Sinta, Rava, I R8)導入以後に認められた。例

えば， 1961年 7)jヘクタール， 1969年 25,000 (西ジャバ）， 1970年 25,000 (中央ジャバ）であ

った。現在，平年発生で，ボゴール周辺では，被害茎率で 1~5%程度である。また， 10 ~ 5ヘクタ

ールの範囲で大発生がある年もある。 2.インドネシアにおける稲の害虫の重要度は A.ネズミ， B・. メ

イチュウ類， C. タマバエ， D. ウンカ・ヨコバイ類， E. クロカメムシ， F. ヨトウムシ， G. クモヘ

リカメムシの順である。 3.タマバエの大鼠生産は始まったばかりで，成功までにはほど遠い。 4.抵抗

の圃場検定では， AICR IPから送られた PPW及び Warrangal系統について調査を行なっ
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n2 は抵抗性であーた。 5, による防除試験は， 3種の効果

的な殺虫剤すなわち， Surcide 25';\;~EC, Salithion G. 及び SandoseG. があけら訊る。

期及び鼠はタイ，インドの例と同様である。 6.

は寄生蜂に影喜しなし¥ことがわかった。

に及ほす影許について調査し

の神類はタイと同椋で， Platygaster 

oryza(ぅ（優 ), Platygaster sp, Eupelmidae sp及ひ捕食虫が刊附している。

b. 将来の研究

1. 抵抗性品種の検定及ひ育成に最も している。 殺虫剤は農家にはコスト高であり，殺虫剤

抵抗性タマバエ出視のおそれもあるので，抵抗性品種が噌要であるとしている。 2. タマバエ 0)大鼠生産，

3. タマバエの生物的防除万法の確立。 4. タマバエの生懇を明らかにする等を研究課題としている。

c. 研究見設

は9部屋からなり， 虫室，殺虫罰室， 昆虫柁本室， である。

温室は 4棟で，オランダの援劫により建設された。研究旦は主任 1, 上級研究員 1' 中級研究員 3' 実

験助手 6' 及び業務数名からなっており， この外オランダ人 2名が滞在している。研究資材は不充分で

ある。

ii) プサカネガラ実験圃場

ボゴールから 200Km東部の平地にあるプサカネガラの実験圃場を訪れた。乾期のためタマバエの発

生は忍められなかった。ここでは，害虫関係では，殺虫剤の抱用効果に関する 3つの試験。 1. 殺虫剤

の刷用鼠試験 (8種の設虫剤一粒剤 7, 乳剤 1), 2. Sure i_deの散布時期試験， 3. カプセル殺虫

剤 (5種）の効果試験を行なっている。ここは， イネノコミズノメイガの般害が甚しく目立ち，カプセ

ル殺虫剤の Carbofur an 3 %粒剤が最も効果があり，無処理区に比べて草丈も高く分げつも多かった。

ここでは，育種，病理，肥料等に閃する試験も行なわれている。各専門の研究員がここに適時出張し凋

査する。業務40名で1ml場竹理に当っている。

11i) スカマンデー試験場

広大な1、ti!]場をブルトザーで整地中であった。罪務所 1棟，外人用宿舎 6棟が建設されていた。場所は

ジャカルタの東 lOOKmの地点で海岸よりで［坦地である。この試験場は棋銀の援助で建設されている

もので，場長はすでに決定されたと言う。病理昆虫主任の MR.D. Soeka maによれば，ここはタマバ

工の発生地でもあるので，翌年から，タマバエの圃場試験を行なう計両でいる。

4. タイ

i) 稲作保護研究センター (CPRC)

a. 現在の研究

1. タマバエ抵抗性新品種 RD4ができ，現在，各試験場で種 なっている。 RD4はモチで
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生育期間は約120日，わい生，

検定（主としてパンケーン），

高収性である。しかし，ひきつ弓き多くの糸統について幻菌

（パー乙ウボーンなどのタマバエ ）を行汀ってし＼る。

ウボン稲作 は， タマバエが大発生しイネは相当な うけているにも拘いらず， RD4 

に生育しているので， にきた農林大臣一行が深い即味を示したとのことであ，た。 2. タマバエい

大蟻生I崖は非常に順調で 1日500~ 800伺体の成虫が得られてお

果試験等の供試虫として使用されている。 3. タマバエ())天敵昆虫，特に， Pia tygaster oryzae 

Cameronの生態について忍次解明されている。場所はチェンライ県パーン試験場で，小林正弘氏及ひ

カウンターパートの MR. Sawang 恥 dkaoの 2名が主として担当している。 4 この外， 殺虫剤隕

楊試験， 5. 抵抗性品種を主体とした総合的防除）］法など行なっている。

b. 将来の研究

1. タマバエの発生予察の確立， 2. 抵抗性品挿のスクリーニング及び育成， 3. 抵抗性品柿に閃辿し

た生態型の解明， 4. タマバエ())発生生見t 5. タマバエのJ謹敵昆虫の生物学的研完

C• 研 究 施 設

稲作保設研究センターの稲宮虫関係には， 12の部屋がある。研究員は居室と研究室を兼ねており，研

究宅は天敵昆虫，胄虫生態，分類同定，殺虫剤（毒物学を合む），棟本室，貯蔵書虫，

などがある。この外に，品室 (1棟），網室などがある。現在， タマバエの研究員は 5名（大学卒 2

罠業専門校卒 3名）及び業務 5名からなっている。チャイナート， コンケーン，サンパトーン及びソン

クラの各試験場に宮虫担当官がそれぞれ滞在して研完に従責している。

一方，パーン試験場は日本人専門家 1名，タイの研究員 1, 実験室助f.L 圃場作業員 7名でタマバ

工の研究を行なっている。研究施設は不充分である。

将来は，研究設備，機材をより必要としている。研究情報を交換し，地域協力研究を希望している。
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rv タマバエ研究鳩力に関

t 会議の目的

タマバエは東南アジアにおける極めて直要なイネの言虫であるので，そOJ 早急に立てる必

あることを東南アジア各国から FAOに要諮があった。そこで， FAOでは， タマバエの諸閏題を

解決する方策の一環として，地域研究塙力体制をつくることを提案した。そこで， FAOでは専門家（日

本及びインド）をタイ，インド， スリランカ，インドネシアに派遣し，各園の研究情況，研究設備を視

察し茂研究上の閏題点などについて調査させた。そして，各囚代表者をバンコク FA

き，討論したものである。

に招

2. 会議の日程

9月20日（木） DR. Umaliによる開会の辞。 DR.Reddyによい会議の迎営について討論。 DR.

Jack son (ネズミ）及び MR. Israel (タマバエ）により各国調査報告。

9月21日（金） タマバエとネズミの 2グループに分けて討論開始。 タマバエは MR.Israelを議

長として，各国代表者からタマバエ研完の現状について報告討論。

9月22日（上） DR. Reddyから，今同の会議レポートのあり方について提案あり吋論。次に，将

来研究課題の重要な項目について選択吋論。

9月24日（月） 午前中，バンコク市内のバンケいーンにある稲作保護研究センターのタマバエ大贔生

産， タマバエ抵抗性新品種 RD4など視察。

午後は再び FAO地域直務所で，将来研究計圃 9項目について詳細に検吋した。ま

た，研究協力のすすめ）］について討議した。

9月25日（火） 直要な研究項目について，協力研究か国内研究かの討議を行なった。合わせて各研

究課題の中心国を決定した。

9月26日（水） 各研究項目を遂行するための押巾文亨の記載し，報害書及び勧告文のとりまとめを

9月27日（木）

行なった。

勧告文 11項目について再検討。研究予算について討論。 DR.Umaliによる閉会

の辞があって会議は終了した。報告書に，タマバエの天敵及び中間寄主植物のリスト

を付けるため，その作成を行なった。

3. 会議の場所及び参加者

本会議はタイ， 4ゞ ンコク市プラアチツ通りにある FAO地域詳務所の会議宅で行なわれた。参会者は

次のとおりで 9カ国 12名であった。
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M. Z. Alam (ARI) 

K. Kovitvadhi (RPRC) 

F. F. Sanchez (U. P.) 

M. Soeharjan (CR I A) 

A. Yun us (DA) 

P. Israel (CRR I) 

W. H. Freeman(AICRIP) 

M. P. Pathak (IRRI) 

G. Van Vreden (CR I A) 

D. B. Reddy (FA O) 

K. Yasumatsn(FAO) 

T. Hidaka (T ARC) 

4. 会議の成果

a) 研究の地域協力について

バングラデシュ

タイ

フィリピソ

インドネシア

マレーシア

インド

インド

フィリピン

インドネシア

タイ

タイ

日本

地域研完協力を必要とする研究課題は下,;~のとおりである。

(i) タマバエの分類

イネに加害するタマバエは 1種であるか， または 2種以上かについては充分に調査されていない。過

去に発表された生態や防除に関するデータを正しく解釈するためタマバエの正確な同定が望まれる。そ

こで，各国はタマバエの成虫，幼虫，蛹の各ステージを採集し，インドの Allahabad大学 (u.p.) 

へ送付すること。インドはこの研究の地域センターとする。要求予罪は 5カ年間で 5,000ドルとする。

(ii) 被害査定

タマバエの披宮査定は，すべての国で緊急を要する問題である。過去，各国で被害克定は別々に行な

われた。しかし，被害査定の方法は椋準化しなければならない。特に， タマバエの被古茎率と単位面積

当りの収量は直線関係であることがわかっているが， これは，草丈が高く一般に低収量のイネについて

であった。しかし，草丈が低く高収量の新型イネについても被害査定を試み，標焦化された方法で各国

に適用できるようにする。インドでは被害査定はすでに研究が進んでいるので，イントが地域協カセン

ターとすべきであると考えられる。 5カ年間の予箇は 15,000ドルとする。

(iii) 大鼠生光技術（人工食物を合む）

大鼠生産の方法はまことに董要である。何故なら，抵抗性品種の検定，殺虫剤効果試験，入敵昆虫増

殖試験に必要に応じて多量のタマバエが必要となるからである。大贔生産の良い方法がなければ，防除

の発展はあり得ない。タマバエの人T.食物はタマバエの抵抗性機構を解析するのに屯要である。スリラ

ンカ及ひタイではこの研究が進んでいるので，両国を地域協カセンターとする。 5カ年間の予算は 2カ

国で 30,000ドルとする。
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c iv) 

害虫の発生巡回視察及 に閲する研究は適正な しる上で極めて重要で尼るく）そこで

以下の如き /jj『完諜雌が重要であろう。

1. 誘殺灯及び圃場からのサンプリングによるタマバエ~

2. タマバエの個体群と気象 （雨，湿度， 日 ）との関係

3. タマバエとその人敵間の贔的閃係

4. 稲作のないシーズン中におけるタマパエの人敵の個体群変動

日本は古虫の発生予察ですばらしい経験をもっているので，日本は専門家及ひ技術的援助を~］えるよ

う勧告する。 5カ年間の予算は 25,000ドルである。

(V) 生物的防除方法

④ 寄生蜂の交換

寄生蜂の交換はより優れた 同定ならびに寄生蜂が発生しなし 入等で役灯つだろう。

⑭ 寄生蜂の大贔生序

寄生蜂の大量生産技術は野外放詞に必栗な

⑥ 寄生蜂の利用

の をつくるために要求されている。

両場でタマバエに寄生する能力を決定したり， また，ある地域で防除確立のため寄生蜂の野外放飼は

本研究の最も大きな目的である。異なる寄生蜂の放飼の時期及び万法を標準化するための研究が必要で

ある。

この研究の一部はすでにタイで行なわれているので， タイは本研究の地域センターとみなされる。 5

カ年間の予算は 25,000ドルである。

(Vi) 抵抗性品種

タマバエの耐虫性に関する研究はインド及びタイにおいて抵抗性を改良した品稲に尊入することが行

なわれた。タマバエ抵抗性系統の選抜についての協同研究は 1971年にはじまり， 選抜のための種子が

スリランカ，インドネシア，バングラデシュ， タイ， IRRI及びインドに配布され，タマバエのみなら

ず，他の病害虫に対する抵抗性について研究中である。

(ViD 抵抗性品種の検定及ひ優良系統

各国で行なう検定は一定の方法でなすべきである。現在行なっている方法は改良しなければならない

点がある。抵抗性品種の検定はかりでなく，生態型があるかどうかも謁査しなけれはならない。また，

抵抗性で高収性品種の選抜に続いて，各国でタマバエ発生地の農家の利益になるような品種にした。ィ

ンドでは国際的にタマバエ抵抗性検定を実施中でもあり従って， インドは研究中心国と考えられる 0 5 

カ年間の予第は 75,000ドルである。

(Viii)抵抗性品種に関連した生態型

抵抗性品種はある，地域ではかなりの般害をうけることがわかった。これは， タマバエの柿が異なるの

か， または生臆型があるのかいずれかであろう。この点を早急に調査すべきである。次に，抵抗性品種

~15~ 



を加言することのできる祈しい生匹門の発育の可能性を乳査する必夏がある。これは，

世代もタマバエ ることによってわかる。若し， このようにし られ

る遺伝的な脂力を7]〈すなら 夕 工は新しい生席型と考えられる。そこで， ある地域で抵

かを知ることは虚史である。生匹

に有益である。この研究はイントで進もられようとしているので，地只センターとする。 5万年間の予

靡は 25,000ドルである。

5. 勧

タマバエに閃する タマバエによる

を｛愉謁した。そこで， これら 0)閂国ととり組み，

なる

し， その上分布が拡がりつつあること

を咸少させるため，次のような勧告文を『r,った。

1. タマバエの研究及び防除に間する研完ぐよりり崖力に進I旦さすへきてあろ〉

2. タマバエのすべてCD研究プロジェクトは続ける必要がある。しかし，各国との侶力伍『完を推進す

ることが肝心である。協力研完は，

る。

!J喜：徳~ 団，生物的 餃由査定及ひ大鼠生産技

3. 研究はタマバエの総合的発展を衣図とする。

4. タマバエは甚）＜ 与える。殺虫剤による切史的な

な使用には制限がある。そこで， タマバエ

丘 抵抗性品神を きるタマバエを調舵すべきである。

6. 殺虫罰使用のさいは，経済的て効率的

7. 研究協力

10. タマバエは日

は研完協力を推進し， 且

はあるけれども，設虫剤の広範

すべきである。

であるよう努力すべきである。

るため 1名をおく。 5カ年間の旅

は 25,000ドルである。

8. 各国のタマバエ専門家及び FAO顧間が年 1回参集し，研究の発展状況，研究上の問題点につい

て討論するため年 1回の会議を持つ。経酉は 45,000 ドルである。

9. 協力研完期間は 5カ年とし， 2~3年目にシンポジウムを開き，研究の成果及び埒来研完諜題を

決定する。

マレーシア及びフィリピンから報告されていなし＼。そこで， タマバエの

分布拡大を防ぐために適切な柏防体間をとるべきで虎る。

11. 前出のような研究課題を遂行するために，十分な栢金がりえらるべきである。各国における且金

の書炉りが培加するので，援助団体例えば， FAO, UNDP, UNEF, TARC(日本）， DITA 

（オランダ）， USA ID, Rockefeller F., Ford F., IRRI, World Bankなどにその可

能性について探るものである。

この会議の勧告文の付属として， 111間万主柏物（第 1表）のリストが担載された。
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（写真説明）

1 イントニュ'"プリー市，イント以叉叶究所

AR l )のいぺ心屯部の建物と玄凋。

I)ッサ小Hプハネスワ・・}レ鳳悶のカングープ；レ

る地城水戸9げ［べ示[:i叫］。メマハエ的兌ii,iltも

行な、~ぅてし＼

2
 

2L A!CRIPC)試騒且恥。責占虫叫仄払＿＇「：品『の

育成かc[i点的研究てある。

22 タマバェ-f氏抗甘ー！「｝＼狂試駿I叫翫

訟 収ザ謁杏試験If月場。

3. : ij·y サ~州ユナラク寺翫。詞 て！］からP.IS 

RAF:L (CRR I), 惰名，及ひS.M, Cl!ATTERJ l 

(CRR l , 昆虫部上任）。

4 オリッサ州カタックの中央稲作研究所〔 CRRI) 

の阿場及び研究本館。

5. オリッサ州カンタプー）レ。イネノシントメタマ

パエ拡抗け品秤式険l1!i'場。[/,]って右より 3人目は同

いにて試験圃場（］）所有者兼調査Fl,ノートをとり出

し襲古状況説明中（抵抗性品種からゴ-_・ルが 1本て

も発生するようてあれに覧I的できないと吋行であっ

た）。その左がP.S. PRAKASA RAO(CRR l)。

6
 

国場所のタマバエ抵抗月品秤試験間場。

7. アンドラプラ

究棟

g
 

シュ州ワランガ）レ悶業試験場研~

同上建設中のスクリーニンクハウス。

9. 同試駅場[Pi!場。！＇って右より P,I SRAEL(CR 

RI), 坦長のK.RAMASIJBBAIB, M.B。Kalode

(A!CRIP), んの 3人は害虫担当の若いスク、ノフ。

10 同上，殺虫剤試険厨場。

11. フ？ンプール地区の水田。ここては出虫の邑合的

防伶に関すろ試験か行なわれている。

訟同地区を訪れた一行。たから 3人目M.B.KAL-

ODE (Al CR IP), K.RAMASUBBAIB(WAES), 

SVED(AICR!P), P。ISRAEL(CRRI),右か

ら2人目は同地区加の J.GOV I ND RAO。

13 ハイテラバソトの全インド稲改良研究プロジェ

クト (AICR!P)いて＂向ぅて左から D.V. SESH-

U(AICR!P), P.ISRAEL(CRRI), S,V,S. 

SHASTRY(AICR!P), W.H.FREF.MAN, 1人

おいてM.B.KALODE(AlCRIP),

14. A I CR IPのii由：玄喝。 A!CR !Pl, 農業大学の

i物に「叫札いしてしヽる。

15. A I CR l Pの古虫研完字の飼育芍，

16 AICRIPの研究活動状況を示す展示室。

17. AICRIPに建設中の新研究本餡c

8

9

 

1

1

 

同ヒの新網室。

同上の叶＊（エ市中）及び研究本飼~［向う側）

20. 温室の内部（糾沢度調節装i貸かある）。

24. 

25. スリランカペラ

(CAR l)。

26 

27 
だ。

Tungrn•; イルスFH仄坑『i→c'汀汀璽校定鼠げら

同研究炒戸）,, ピ虫主．任H.F:,FERNANDO 

ペラテニアの水田。山あいの小さい水田てあ-

28 ペラテニアのお寺。向 て右より P.!SRAEL 

(CRR I 1, 大竹昭郎 (TARC), W.R.JACKSON 

夫だ (U.S.A.)及びY.EL IKEWELA (CAR l)。

29 イントオシアンャカルタ樟砂防綬fcc)OJSOE NE-

RD!。

30. インド

(CR!A)。

ニアにあ

シアボコー

中リ1炉翌研究所

の中央肘業研究所

31. 同研究所の古虫主任M.SOEHARJAN。

32. 日本・イントネシア研究t,'I力（コロンボプラン）

の投助て建てられた汽宰 4棟（柏物病丹用）。

33. オランダ・インドナ、シア紹力枕助でてきた況室

（害虫}1])。

34. CR IAの熱研杓外研究員1J1元冒技官（栢病）。

35 ブサカネカラにある CRIAの水莉試験厨場。

36. 同上，向って右より D.SUKARNA lCRIA の

胎理昆虫部長）及び山元剛 (TARC)。

37. スキヤマンディに建設中の嬰業式月二鯰。建物は

外人用宿舎。

38 同上，研究用事務所

39. ボゴー）しれ＇［物 1ぶI.向って左より ~1. SOEHARJ-

AN(CRIA)及ひT者。

40. ボゴールの熟楷生物学地域七ンター・・(RCTBl 

事務局。

41. ホつール博物館屁虫椋本室。オランタ時代の占

いトタン製の椋本箱か珍らしい。

42. タイチェンライ県国立パーン稲作試験場。向ぅ

て右より熱研在外研究員小林正弘技官。カウンター

パート O)MARASEE, S.VIRACHAT, f也は臨時

助丁。

43 バンコク FAO会議に参肛したメンバー。
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（写真 43説明）

M.SOEHARJAN 
(INDONESIA) 

2 
K。TONGTAWEE

・ (THAILAND)

3. D.B.REDDY(FAO) 

4 
K。KOVITVADHI

・ (THAILAND)

5. W. B。JACKSON(U。S.A.) 

6. UMALI(FAO) 

7 
D. SUKARNA 

・ (INDONESIA)

8 
A. YUNUS 

・(MALAYSIA) 

9. P. ISRAEL (I Nb I A) 

10. 
G。VAN VREDEN 
(THE NETHERLANDS) 

11 
F. F. SANCHEZ 

・ (THE PHILIPPINES) 

12. S" RATANAWDRABHAN 
(THAILAND) 
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13. M. D。PATHAK(IRRI)

14. K。YASUMATSU(FAO)

15. T.HIDAKA(JAPAN) 

16. W.H.FREEMAN(AICRIP) 

17 
M。Z。ALAM

・(BANGLADESH) 

18. P.C.LIPPOLD(FAO) 




